
※メディカル及びヘルスケアー関連アパレル製品

61
このマークは株式会社ツバルの森が提供する太陽光発電によるグリーン電力証書の
利用を証するものです。

当社は、第61期事業報告の制作(印刷)時に消費する電力相当をグリーン電力証書を
利用することで、環境に配慮した冊子制作を行うとともに、日本における自然エネル
ギーの普及促進に貢献しています。



今期も前期以来の先行き不透明な経済環境は、変わらず継続して

おります。そのような厳しい環境の中で、弊社は売上高、利益とも前

年を上回ることができました。これも株主の皆さまのご支援あればこ

その成果と、深く感謝を申しあげます。医療・介護の分野では、変わ

らず厳しい環境下にあるとはいえ、10年ぶりに診療報酬のプラス改

定が行われ、市場は落ち着きを取り戻した感があります。これを契

機として、効果的な戦略を展開してまいりました。医療・介護市場に

おいては、時代のトレンドを的確にとらえて、新商品を開発・提案い

たしました。拡大基調にある検診市場では、さらに販促活動を強化。手術市場において

は、順調な展開を見せる、使い捨てからリユースへの環境配慮型商品「コンペルパック」

をさらに浸透させることができました。ナガイレーベンは医療と介護を通じて、人と社会に

貢献できる企業をめざしております。株主の皆さまには、今後とも変わらぬご支援をお願

い申しあげます。
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総還元性向は、配当と自社株買いの合計金額を純利益
で割った比率です。
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連結業績ハイライトBusiness highlight
第61期決算の概要

第61期の業績概要

来期の見通し

売上高・売上総利益率 総資産・自己資本比率
一株当たり配当金・
配当性向・総還元性向(単体)

・売上高は前年同期比3.0%増の140億円となりました。利益率の改善に努め、売上総利益率は45.4％となり、
営業利益は前年同期比10.1%増の40億円となり、過去最高の利益を達成しました。当期純利益は前年同期
比54.6%増の23億円となりました。
・総資産は前年同期比4億円増の320億円、自己資本比率は89.4%となりました。
・第61期の期末配当金は、ナガイレーベン株式会社設立60周年記念として、１株当たり60円の期末配当に、１
株当たり５円の設立60周年記念配当を加え、合計65円の配当として、配当性向は51.4％（単体）となりました。
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一株当たり配当金
配当性向
総還元性向

　当社グループ（当社及び連結子会社）は、主力のヘルスケアウェアが市場回復を背景に新商品群の強い引き合いにより順調に

推移したのに加えて、手術ウェア、患者ウェアの周辺商品の売上が引き続き好調に拡大し、期初の売上計画を達成することがで

き、140億76百万円(前年同期比3.0%増)の売上高となりました。生産に関しましては、生産効率の回復及び円高メリットにより売上

高原価率の低減を図ることができ、利益率の向上を行うことができました。その結果、40億5百万円(前年同期比10.1%増)の営業

利益、23億44百万円(前年同期比54.6%増)の当期純利益となりました。

　また、株主に対する利益還元として、第61期の期末配当金は、ナガイレーベン株式会社設立60周年記念として、1株当たり60円

の期末配当に、1株当たり5円の設立60周年記念配当を加え、合計65円の配当を実施いたしました。

　景気の先行きの不透明さは継続するものと見られ、また医療・介護業界におきましては、一応の落ち着きを取り戻しつつあるもの

の、新政権において具体的な社会保障制度の施策がまだ明確化されていないのに加え、その財源問題も解決されておらず、先行き

不透明感が払拭されるまでには至っていない状況と考えられます。

　当社グループの属するメディカルウェア業界においては、遅れていた更新需要は今期において一巡し、来期は安定期に入るもの

と予測されます。

　当社グループとしては、主力ヘルスケアウェアにおいて新コンセプトの新商品群の拡充により市場を活性化させつつ、中部、西日

本でのシェアアップを図るとともに、「コンペルパック」での更なる手術ウェアの拡販、拡大する患者ウェア市場への販促強化を積極

的に推し進め、実質的な過去最高の売上高及び利益を目指してまいります。また、新市場開拓を大きな経営課題と捉え、マーケティ

ング活動の強化と業容拡大に繋げるべく営業活動を本格化し、将来の磐石な体制作りに向けその礎を築くべく邁進いたします。

　生産に関しましては、国内・海外における生産効率改善を推進するとともに、海外新規素材の採用促進及び新規海外生産拠点

の開発を図ってまいります。

来期の重要テーマ

売上拡大に向けた営業戦略 環境との調和を考えた事業経営原価低減に向けた生産戦略

・看護・介護等コア市場の深耕
・患者・手術等周辺市場の拡大
・新市場の開拓

・国内外の生産効率改善
・海外新規素材の採用促進
・新規海外生産拠点の開発

・廃棄物の再資源化の推進
・環境配慮商品の開発

売上高 売上総利益率 総資産 自己資本比率
（予）
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売上高 143億円 前期比1.9%増　
経常利益 41億円 前期比3.8%増
当期純利益 24億円 前期比3.8%増



8 9

連結財務諸表の概要

貸 借 対 照 表

　科　目　

株主資本等変動計算書

Point

Financial statement

　

流動資産

固定資産

資産合計

(負債の部)

流動負債

固定負債

負債合計

(純資産の部)

株主資本

評価・換算差額等

純資産合計

負債純資産合計

一株当たり純資産

前期末

平成21年8月31日

当期末

平成22年8月31日

（平成22年8月31日現在）
(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てています。
　　この財務諸表は主要な項目を表示しています。

現金及び預金の増加1,899
百万円、有価証券の減少
499百万円、棚卸資産の減少
480百万円等により、
総資産は前期比440百万円
増加しました。

Point

前期末に計上されていた厚
生年金基金脱退に伴う損
失引当金1,044百万円の
減少等により前期比805百
万円の減少となりました。

Point

当期純利益2,344百万円と
なり、剰余金の配当1,040
百万円の株主還元等を実
施し、前期比1,303百万円
の増加となりました。

損 益 計 算 書

　科　目　

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

　

売上原価

売上総利益

販売費及び一般管理費

営業利益

営業外収益

営業外費用

経常利益

特別利益

特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税等

法人税等調整額

当期純利益

一株当たり当期純利益

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

13,669

7,639

6,029

2,391

3,638

164

148

3,653

0

1,072

2,581

1,480

△414

1,516

85円83銭

14,076

7,687

6,388

2,383

4,005

154

176

3,983

1

11

3,973

1,358

271

2,344

135円18銭

2,840

△1,492

△1,040

300

6,250

6,550

2,518

△633

△2,302

△423

6,673

6,250

前期末

平成21年8月31日

当期末

平成22年8月31日

　科　目　 前期末

平成21年8月31日

当期末

平成22年8月31日

Point

前期末において、厚生年金
基金脱退により特別掛金
1,044百万円が発生しまし
た。

Point

営業活動によるキャッシュ・
フローは2,840百万円とな
りました。投資活動によるキ
ャッシュ・フローでは主に、
定期預金の預入、投資有価
証券の取得がありました。
財務活動によるキャッシュ・
フローでは配当金の支払を
行いました。これらの結果、
現金及び現金同等物の期
末残高は6,550百万円とな
りました。

Point

売上高の伸長及び、生産効
率の回復・円高メリットの利
益率の改善により、売上総
利益が増加しました。

　

株主資本（期末残高）

評価・換算差額等（期末残高）

純資産合計（期末残高）

　科　目　 前期末

平成21年8月31日

当期末

平成22年8月31日

(資産の部)

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

売上高

（単位：百万円）

24,047

7,601

31,648

3,689

523

4,212

27,474

△38

27,436

31,648

1,582円06銭

24,498

7,591

32,089

2,841

564

3,406

28,778

△95

28,682

32,089

1,653円94銭

27,474

△38

27,436

28,778

△95

28,682



当社概要Our feature
当社の特徴

＊1　厚労省　厚生労働白書（H22年度版）：2008年現在
＊2　厚労省　介護サービス施設・事業所調査結果（09.1）：2008年現在

※第61期での数値になります

・国内シェア60％超のリーディングカンパニー
・企画から製造、販売までを一貫して行う
・数千種類にも及ぶ豊富なアイテム数、
 オーダーメイド対応など競争力のある商品

1
医療白衣メーカー専業として
優位なポジションを確立

・売上総利益率　45.4%　
・海外生産シフトで、利益率のさらなる向上
・自己資本比率　89.4%

3
強固な収益体質と財務基盤

2
安定伸長する市場環境

・安定配当、配当性向50%以上
・自己株式の取得4
株主様を重視した株主還元策

株主様を重視したIR活動

10 11

医師・歯科医師
・薬剤師数*1 看護職員数*1 介護職員数

（常勤換算）*2

2006年比
+26,200人

2006年比
+64,300人

2006年比
+29,300人

65万人 140万人 84万人

業績の推移
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　当社は、従来より株主の皆さまへの利益還元の充実を経

営の重要課題のひとつとして位置づけており、通年ベースの

配当性向を当社単体の当期純利益の50%以上とする方針

にしております。また、第61期の期末配当金について、ナガイ

レーベン株式会社設立60周年記念として１株当たり60円の

期末配当に、１株当たり５円の設立60周年記念配当を加え、

合計65円の配当を実施いたしました。

　IRフォーラム2010大阪・IRフォーラム2010東京(主催：株

式会社ツバルの森)のセミナーにて、約200名の個人投資家

の皆さまにご来場いただき、当社・澤登社長より、事業概要、

事業展開について説明させていただきました。また、5月31日

放映の番組「E Morning」（テレビ東京系）に当社・澤登社長

が出演させていただきました。

　当社についての理解を深めていただくために、今後もさま

ざまな企画を実施してまいります。

個人投資家向けIR説明会のご報告

高配当による株主還元

  当社では、「積極的なディスクロージャーによる透明性向上」「投資家との双方向コミュニケーション」「高配当

による株主還元」など、より多くの投資家へ向けたＩＲ活動を積極的に行い、株主の皆さまへの利益還元の充実

を経営の重要課題のひとつと認識しております。

一株当たり配当金
配当性向
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会社概要Corporate outline Stock information
株 式 情 報

株 価 の 推 移

株 主 メ モ

代 表 取 締 役 社 長

常務取締役兼営業本部長

取 締 役 管 理 本 部 長

取 締 役 業 務 本 部 長

取 締 役 企 画 本 部 長

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

（ 取 締 役 業 務 本 部 長 ）

（ 常 勤 監 査 役 ）

ナガイレーベン株式会社

〒101-0032　東京都千代田区岩本町1丁目2番19号

昭和25年7月20日

1,925,273,475円

109人（グループ従業員数488人）（平成22年8月31日現在）

本社

ナガイレーベン物流センター

ナガイレーベン第2物流センター

ナガイレーベン西日本物流センター

北海道支店　東北支店

名古屋支店　大阪支店

広島支店　　福岡支店

高松営業所

台北支店

ナガイ白衣工業（株）

澤 登 一 郎

斉 藤 信 彦

大 野 和 城

朝 井 克 司

山 本 康 義

荻 野 和 孝

永 井 　 光

輿 石 國 安

荻 野 和 孝

齊 藤 恒 夫

（新任）

（新任）

（新任）

12 13

北海道支店

ナガイ白衣工業（株）

物流センター

東北支店

東京本社

大阪支店

高松営業所

広島支店

西日本物流センター

福岡支店

名古屋支店

インドネシア

中国

韓国
台湾

株式情報
（平成22年11月25日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数

発 行 済 株 式 総 数

株 主 数

大 株 主 の 状 況

決 算 期

定 時 株 主 総 会

基 準 日

公 告 掲 載 方 法

単 元 株 式 数

銘 柄 コ ー ド

上 場 証 券 取 引 所

株 主 名 簿 管 理 人

所有者別株式分布状況

50,000,000株

17,342,087株
(自己株式1,775,913株を除く)

3,116名

100株

7447

東京証券取引所

日本証券代行株式会社
〒103-8202
東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号

電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由
によって電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行う。
公告掲載URL　http://www.nagaileben.co.jp/

毎年8月31日

毎事業年度末の翌日から3か月以内

毎年8月31日

・未払配当金のお支払いについては、株主名簿管理人
 にお申出ください。 
・住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当金受取方
 法の指定等

日本証券代行株式会社　本店
〒103-8202
東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号

日本証券代行株式会社　代理人部　
〒103-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号
電話　0120-707-843（フリーダイヤル）

郵便物送付先・お問合せ先

商 号

本 社

設 立

資 本 金

社 員 数

役 員

主な事業所

関 係 会 社

各種手続のお申出先

同 事 務 取 扱 所

証券会社をご利用の株主様は、お取引の証券会社へお
申出ください。 
証券会社をご利用でない株主様は、特別口座の口座管
理機関である日本証券代行へお申出ください。

＊平成22年11月25日開催の定時株主総会終結の時をもって、

　任期満了により次の取締役及び監査役が退任しております。

退任取締役及び監査役（旧役職）

0
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000,001

005,1

057,1

000,2

052,2

005,2
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高来出 ( 軸右 )価株 ( 軸左 )
)円( )株(



※メディカル及びヘルスケアー関連アパレル製品

61
このマークは株式会社ツバルの森が提供する太陽光発電によるグリーン電力証書の
利用を証するものです。

当社は、第61期事業報告の制作(印刷)時に消費する電力相当をグリーン電力証書を
利用することで、環境に配慮した冊子制作を行うとともに、日本における自然エネル
ギーの普及促進に貢献しています。


